淡江大學2006學年度第1學期課程教學計畫表

科目名稱：日本研究專題討論
授課教員：富田哲
開課系所班級：日研所1年級
必選修：選修
學分數：3學分(只有第1學期)
　この授業はおもに次の2点を柱とします。
①学術研究とは何なのかについて認識を深めます。学術的な研究をおこなうというのはどういうことなのでしょうか。研究テーマを決めるために何をしなければならないのでしょうか。また、ある研究に、時間とエネルギーを費やして(！)とりくむことによって、何を知ることができ、何をあきらかにすることができるのでしょうか。

②人文科学でよく参照される古典を読みます。ここでいう「古典」とは、古い著作という意味ではなく、学術研究において頻繁に参照され(肯定的、批判的を問わず)、そこで展開されている論に対する理解がさまざまな議論の前提になっているようなものを指しています。もちろんそういう古典が数冊にとどまるはずもありませんが、この授業ではとくにエドワード・サイードとベネディクト・アンダーソンの著作をとりあげようと思います。

この授業ではさまざまな課題をみなさんに課し、また討論にも積極的に参加することを要求します。したがって、学術研究をおこなうことに対してまったく知的興味がわかない人はこの授業を選択しても苦痛を感じるだけだと思います。

　
以下の著作のいくつかの部分を授業で読む予定です。中文版でけっこうですから、①と④は休み中に一読しておいてください(授業では日文版をもちいる予定です)。
①ベネディクト・アンダーソン『増補　想像の共同体－ナショナリズムの起源と流行』NTT出版、1997年(原版: Imagined Communities、中文版:《想像的共同體》とも淡江図書館にあり)

②ベネディクト・アンダーソン『比較の亡霊－ナショナリズム・東南アジア・世界』作品社、2005年(原版:The Spectre of Comparisonsが淡江図書館にあり)
③エドワード・サイード『オリエンタリズム(上、下)』平凡社、1993年(原版:Orientalism、中文版：《東方主義》とも淡江図書館にあり)
④エドワード・サイード『知識人とは何か』平凡社、1998年(原版:Representation of the Intellectual、中文版:《知識分子論》とも淡江図書館にあり)
成績考核方式：

	
	平時成績：    20  ％

	
	期中考成績：  30  ％

	
	期末考成績：  30  ％

	
	讀書報告：    20  ％

	
	其他（                      ）：       ％


